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中
庭
の
銀
杏
も
黄
金
色
に
輝
き
、
落
ち
葉
踏
む
足
音
に
、
秋
の
深
さ
が
感

じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
、
一
雨
ご
と
に
、
冬
が
駆
け
足
で
近
づ
い
て
く
る
気

配
を
感
じ
ま
す
。
10
月
22
日
の
「
前
日
祭
」
で
は
、
熱
唱
の
バ
ン
ド
演
奏

あ
り
、
華
麗
な
ダ
ン
ス
あ
り
、
そ
し
て
動
画
発
表
や
オ
タ
芸
あ
り
と
、
さ
な

が
ら
オ
ー
ル
ス
タ
ー
か
く
し
芸
大
会
、
熱
狂
の
前
日
祭
と
な
り
ま
し
た
。
個

性
あ
ふ
れ
る
白
中
生
の
力
に
改
め
て
感
心
し
ま
し
た
。
翌
23
日
の
日
曜
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
が
文
化
祭
に
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
教
科
・
学
年
展
示
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

バ
ザ
ー
や
売
店
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
４
月

か
ら
ひ
た
す
ら
全
力
で
走
り
続
け
て
き
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
文
化
祭
は

全
校
生
徒
が
心
ひ
と
つ
に
取
組
み
、
有
終
の
美
を
飾
る
最
後
の
学
校
行
事
で

す
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
燃
え
尽
き
た
か
に
見
え
た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が

１
週
間
と
い
う
限
ら
れ
た
文
化
祭
週
間
で
再
び
白
中
生
が
心
ひ
と
つ
に
「
文

化
祭
」
の
成
功
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
先
輩
か
ら
後
輩
へ
、

よ
き
伝
統
が
着
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
今
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
３
年 

生
か
ら
２
年
生
へ
と
リ
ー
ダ
ー
が
交
代 

し
、
伝
統
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
自
分
た 

ち
の
学
校
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い 

こ
う
と
、
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
頑 

張
っ
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
２
学
期
も 

終
盤
。
引
き
続
き
、
ご
家
庭
で
の
健
康 

管
理
等
よ
ろ
し 

く
お
願
い
し
ま 

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
し
ま
す
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学
校
も
家
庭
も
地
域
も
、
こ
の
子
ら
の
未
来
を
託
さ
れ
て
い
る
と
、
改
め

て
実
感
さ
せ
ら
れ
た
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。 

  

に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
中
で
、
目
に
は
見
え
な
い
本
当
に
大

切
な
も
の
が
育
っ
て
い
き
ま
す
実
り
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
感
動
と
充
実
の

日
々
が
続
く
白
銀
中
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

♦３学年演劇は、芥
川作品の名作「杜子
春」。相手を心から
思いやる気持ち、見
返りを求めない友
情、お金では決して
買うことのできな
い愛情･･･簡潔な舞
台と巧みな演出で
観客の心を打った。
特に役者の演技力
が光った。 文化祭を成功裏に終えた実行委員。 

〇〇前期生徒会長と〇〇新生徒会長
らの新旧執行部と有志が一致協力し、
この文化祭を練り上げた。ありがとう! 

♦２学年は体験学

習で学んだ事を躍

動感とﾕｰﾓｱあふれ

る舞台に仕上げた｡

いよいよ白中を担

う主役の座に。 

♦１学年は、４月

からの半年間の

行事を中心に、先

輩に感謝を伝え

る舞台を創った。

逞しさがまし、白

中生の風格！ 
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＊感染症等の状況により日程を変更する場合があり
ます。ご了承ください。 

 
１１月  

１６日（水） 小中ＪＳ（会場：白鷗小） 
１８日（金） ４次考査、生徒委員会 
２１日（月） 保体テスト 
２２日（火） 職員会議 
２３日（水） 勤労感謝の日 

  ２５日（金） ＱＵ 
２９日（火） 全校朝会 
 

１２月 
   ３日（土）数学検定 
   ６日（火）ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙｺﾝﾃｽﾄ壮行式 
   ７日（水）三者面談(全校)～１３日 
  １０日（土）アンサンブルコンテスト（市公会堂） 
  １９日（月）挨拶運動～２１日 
  ２１日（水）保護者参観日 
  ２３日（金）終業式・生徒委員会 
  ２４日（土）冬季休業～1/12 
  ２５日（日）Merry Christmas 
  ２８日（水）なまはげ杯ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会～30 日   

３１日（土）大晦日  
 

  

      

             11月 7日、むつ市出身 
で盲目のシンガー・ソン 
グライター板橋かずゆき 
さんを講師に教育講演会 
を開催しました｡明るく 
前向きな性格からは想像

できない板橋さんの過去｡その過去が今の生きる力と
なっている。絶望を乗り越え、生きることを選んだ幼
い日｡荒れた思春期｡彼にしか書けない詩､彼にしか歌
えない歌が体育館を揺るがす｡あきらめない心、強く生
きること､人生を楽しむこと｡感動の 80分間でした。 
～生徒の感想から～ 
・板橋さんの今までのエピソードを聞いて涙がでてし
まった。一番心に残ったのは「見えない人生を楽しむ」
ということです。（２年女子） 
・今ある当たり前を当たり前にせず、何事にも感謝し、
そして挑戦し、自分をもっと１ＵＰさせたいと思いま
した。（３年女子） 
・板橋さんは、盲目という困難に打ち勝ち、ギターを
片手に、いろんな人を元気にする歌や曲をつくってい
る。「できないなら方法を変える」という言葉が心に残
りました。（２年男子） 
・私は板橋先生の不屈の意思を目の当たりにしまし
た。あきらめない気持ち、これは生きることの支えに
なることがわかりました。（３年男子） 
・この講演会を通して今の自分の大切さを知れたのか
な？と感じています。今日の講演忘れません。 
（１年女子） 
♦板橋さんからお手紙が届きました。（抄） 
 先日は大変お世話になりました。貴校での講演会、 
生徒たちの真っすぐな視線、大きな手拍子と拍手は私
たちにパワーを与えてくれました。これほどに盛り上
がった講演会は初めてです。楽しい時間でした。あり
がとうございました｡  ﾈﾊﾞｰｷﾞﾌﾞｱｯﾌﾟ! 板橋かずゆき 
 
 

 
 
 
〇第 60 回青森県中学校秋季ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会 
 第１位 男子バスケットボール部 
〇第７回是川縄文の里俳句大会 
 第２位 〇〇〇〇 
  「葉桜の 根元に眠る 縄文土器」 
 第３位 〇〇〇〇 
  「暑き日も 変わらぬ姿 土偶たち」 
〇第 31 回聖ウルスラ杯北奥羽中学校英語弁論大会 
 八戸市内ロータリークラブ賞   〇〇〇〇〇 
〇第 58 回青森県中学校新人卓球大会 
 女子シングルス 第５位 〇〇〇〇 
〇税に関する標語作品コンクール 
 八戸商工会議所会頭賞 ３年 〇〇〇 
   ｢収めよう 国の未来を ＴＡＸ（託す）ため｣ 
 八戸法人会長賞 ３年 〇〇〇〇 
   ｢納税は 持続可能の 第一歩｣  
〇青森県中学校秋季バレーボール大会 
 女子バレーボール部健闘！  
１回戦 〇 白銀 ２－０ 大畑･風間浦(25-13､25-19) 
２回戦 ● 白銀 ０－２ 沖館 (20-25、22-25) 

白銀中創立 75年目の快挙！ 

喜びに沸く部員、〇〇コーチ、〇〇・〇〇両顧問の笑顔 

試合中はメンバーとコミュニケーションをとって臨め
たことや、個々が得意なプレーを発揮し力を出し切れた
ことが勝利につながった。ここがゴールではなく、夏に向
けて足りないところを直していきたい。学校の先生方や
コーチ、保護者そして大会を運営してく 
れた生徒や先生方に感謝したい。ありが 
とうございました。（部長 〇〇〇〇〇） 
 
１ 回 戦 〇 白銀 ８３－３５ 田名部 
準々決勝 〇 白銀 ９３－５２ 鶴田 
準 決 勝 〇 白銀 ７８－５４ 上北 
決  勝 〇 白銀 ７０－６７ 津軽 

 ８月末の体育祭から始まった２学期。その後、秋
季大会、合唱コンクール、校外学習、文化祭と学校行事に全
力投球した子どもたちでした。その間、生徒会執行部も３年
生から２･１年生にバトンタッチ。新生徒会は早朝の生徒玄関
前で挨拶運動を展開しています。季節が巡るたび確かな成
長が感じられる白銀中です。子どもたちを支える保護 
者や地域の温かな支援に感謝しています。２学期も 
残り僅か。引き続き御支援の程よろしくお願いします。 


